
適合度の検定 
 

期待度数に対する実測度数の適合性を検定する。 

 

ｎ個のカテゴリＡ１～Ａｎの期待度数をＢ１～Ｂｎ、実測度数をＣ１～Ｃｎとしたとき、 
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で計算された 𝜒２ は自由度 n - １ の 𝜒２自乗分布に従う。 

 

帰無仮説 ： 実測度数は期待度数の分布から得られた。 

対立仮説 ： 実測度数は期待度数の分布から得られていない。つまり期待度数に誤りがある。  

 

例えば、サイコロを１２０回投げた時に出る目の数をカウントすることを例題にする。 

 

サイコロに何の仕掛けもなければ、６分の１の確率で生じるので、期待度数Ｂ1～Ｂ6は２０である。 

ところが実際に１２０回サイコロを投げて出た目の数 実測度数Ｃ１～Ｃ6 を調べたら以下となった。 

 

カテゴリＡ１～Ａ6 １の目 ２の目 ３の目 ４の目 ５の目 ６の目 計 

期待度数Ｂ１～Ｂ6 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ １２０ 

実測度数Ｃ１～Ｃ6 １３ １６ ３４ ３２ ８ １７ １２０ 

 

上式に基づいて計算すると 𝜒２ = 27.9 であり、自由度５の𝜒２自乗分布に従うことになる。 

有意水準を５％とした時の棄却域は（１１．０７、∞）なので 𝜒２値は棄却域にあるため、帰無仮説が 

棄却される。 

 

 

 


